
15 16

政策の最前線から From the frontiers of policy

第三者の立場から各府省の政策を横断的に見て、
見直しを検討する機会に恵まれてきました。
　政策の見直しと一言でいっても、法令レベル、運用
レベル、作業の効率化等のレベルで行うものなど様々
あり、当然ながらその見直しに係るコストや影響の大
きさも様々です。行政ではリソースが限られている以
上、現実的な見直しに落とし込むことも重要です。
　どのような課題があるのか？何がボトルネックに
なっているのか？それを解決するためにはどのよう
な手段が必要なのか？本当にその手段が最適なの
か？政策担当府省とは異なる立場から、こういった
「よりよい行政」を真剣に考える機会に恵まれてい
ることも総務省の魅力ではないかと思います。

　気がつけば私も入省から14年が経過しようとし
ていますが、直面する課題は一つとして同じものは
ありません。そのため、今でも上司や同僚とともに、
頭を悩ませ、議論する日々であり、やりがいはつきま
せん。これを読んでくださっている方の多くは、就職
活動中であり、無限の可能性が広がっていることと
思います。選択肢の一つとして、行政の課題につい
て、私と一緒に悩み、議論してみませんか？意欲あふ
れる皆さんをお待ちしています。

　近年では、コロナ禍、物価上昇、急速なデジタル
化や新たな技術の出現など、国民生活に影響を与
える変化が次 と々発生しています。各府省ではこう
いった変化に合わせて、政策の見直しや新たな政
策を行うために既存業務の効率化など行うことと
なりますが、それは簡単なことではありません。
　総務省行政評価局では、各府省がこういった変
化に対応することを後押しする機能として、各府省
が実施した政策について自ら評価を行う政策評価
制度、行政評価局が政策担当府省とは異なる立場
から調査を行う行政運営改善調査、国民の声を直
接聞いて各府省の政策改善・推進に資する情報提
供等を行う行政相談という３つの機能を有してい
ます。これらの機能を上手く連携させて、各府省が
自らの政策の効果を高め、政策を前に進める取組
に貢献することが行政評価局のミッションです。

　私のこれまでの経歴を見ていただくと、行政評価
局以外にも行政管理局や内閣府の規制改革推進
室、地方分権改革推進室など、（詳細は省きますが）
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よりよい行政のために

に沁みて感じてきました。
　一方で、新たなデータソースに触れる機会も得て
きました。民間企業データの消費統計への活用、
JAXAや国土地理院の方 と々の協働によるSDG指
標への地球観測データの取込み、コロナ対策におけ
る携帯電話の位置情報の活用などです。これらの手
法では膨大なデータが集まりますが、統計の出し手
側の高度な数理的素養と、統計の癖を理解しなが
ら使うという受け手側の素養が前提とされます。「調
査」からの転換は容易に進むものではありません。

　新たなデータソースの活用の道は決して平坦な
ものではありませんが、今、教育の現場がこれを後
押ししてくれています。
　令和４年度以降は、小学校から高校までのいず
れの段階においても、データを分析し、課題を解決
するための統計教育の充実が図られ、大学等にお
いては数理・データサイエンス・AI教育が急速な拡
がりを見せています。専攻分野を問わずデータを扱
うことが当たり前となった世代が霞ヶ関に加勢する
のも目前です。長い道のりの先の景色に思いを馳せ
ながら、次の時代をともに創り上げていける仲間を

心待ちにしています。

　現代社会はデータで溢れています。特にコロナ禍
以降はＤＸがキーワードとなり、官民を問わず膨大
な量のデジタルデータの創出が見込まれます。この
ようなデータは玉石混淆ながら、様々な統計の新た
なデータソースとなる可能性を秘めています。
　私が現在所属しているのは、各府省における統
計のガバナンスを統括する部署です。組織の中心的
な課題として「公的統計の体系的整備」があります
が、その中で新たなデータソースはどのように活か
していけばよいのでしょうか。

　政府の公表する統計には、誰もが安心して使え
る「正しさ」が求められます。しかしながら、真の値が
分からない中でこれを保証するものは作成プロセ
スしかなく、統計の作成を目的として改めて「調査」
を実施する場合、作成プロセスの適切な管理には
膨大な手間が掛かります。私自身も、毎月勤労統計
調査に端を発した統計問題への対応や、建設経済
統計の立て直しへの参画などを経て、このことを身
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